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A study on psychological support from the pregnancy period to the teenage mother
































































































































M1 M2 M3 M4 M5 M6 M7 M8 M9 M10 M11 M12 M13
年齢 18 17 19 19 16 18 19 18 17 17 19 19 19
面接 ５回 ２回 １回 ４回 １回 ４回 １回 １回 １回 ２回 ３回 １回 ２回
状況 継続 中断 中断 中断 中断 継続 中断 中断 中断 継続 継続 継続 継続
分析 55 なし 18 113 なし 97 ４ ６ 19 56 32 なし 43
一期調査期間（平成 21 年 1 月から平成 23 年 7 月）に、母子手帳交付時に本研究への調査協力
の了承が得られた10代母親は、19名であり、概ね半数近いケースで協力の意思が示された。しか
し、この 19 名のうち、上記②，③の手続きを経て、調査が実施されたものは、13 名であった。それ
ぞれ、妊娠期から子育て期に１回～５回のインタビュー調査を行った。残る６名は、①の時点で調
査協力の意思表明があったものの、その後、連絡が取れない、協力を断わられるなどの事由により
調査が不成立となった。調査協力者 13 名の分娩時年齢、面接の状況等を表 1 に示す。 
表 1 の最下段には、平成 23 年７月までに専用携帯電話端末Ⅰ・Ⅱにより送受信された E メール
のうち、内容分析の対象とした E メールの数を記した。 
表 1 母親の分娩時年齢、面接回数および調査継続状況   n=13  
 M1 M2 M3 M4 M5 M6 M7 M8 M9 M10 M11 M12 M13 
年齢 18  17 19  19 16  18  19  18  17  17  19  19  19 
面接 ５回 ２回 １回 ４回 １回 ４回 １回 １回 １回 ２回 ３回 １回 ２回 
状況 継続 中断 中断 中断 中断 継続 中断 中断 中断 継続 継続 継続 継続 
分析 ５５ なし １８ 113 なし ９７ ４ ６ １９ ５６ ３２ なし ４３ 
 
３．携帯電話端末を用いた E メールによる支援の分析方法 
 活用する携帯電話端末の機種選定にあたっては、契約上の様々な制約があった。当時活用




平成 21 年 1 月～平成 23 年 8 月までの 2 台（端末Ⅰ・Ⅱ）の E メール送受信総数は、次の通り
であった。 
・携帯電話端末（Ⅰ）：受信メール 586 通、送信メール 895 通 
・携帯電話端末（Ⅱ）：受信メール 666 通、送信メール 480 通 
本研究で分析対象とした支援メール総数 1140 象者⇔10代サポーター間


























































































































































































































































































































































































































































































































この事例では、妊娠期から 4 回の面接を継続することができ、E メールによるかかわりも 10 ヶ月
過ぎまで順調に継続されてきていた。また、子の身体的トラブルが続き、通院や養育上の配慮が









ールの発信や返信がよくあり、E メール応答性が高かった事例であるが、次第に 10 代母親
からの自発的なEメールは減少し、10代サポーターからのEメールへの反応もこの頃には、
遅れがちになっていた。その後、連携して支援を行ってきた地域担当保健師が訪問すると、憔



















































































A study on psychological support from the pregnancy period to the teenage mother
－Analysis of the support that utilized the E-mail for the teenage mother－
NAKAHARA Yoshie, UEDA Mika, KARATA Noriko 
Abstract 
　This study analyzes the problems of pregnancy, birth and child care of teenage lone-mothers, the number 
of which is quickly increasing in Japan in recent year. From this study, the actual conditions of the problems 
have been made clear. By use of E-mail psychological supports for them in this study, the effectiveness of 
the measure employed is confirmed. It is found quite helpful for teenage mothers to feed them with positive 
massages consistently and continuously by E-mail in order to enhance their sense of self-efficacy, so that they 
can engage in nurturing and child care with ease of security and confidence. Three conclusions of this study are: 
Firstly, the rearing and child care model is absent for teenage lone-mothers;Secondly, they are not adequately 
taught and trained the child care techniques; and Finally, they can not easily acquire necessary information on 
nurturing and child care.
　The important point revealed from this study is the necessity of establishing a firm family policy and to 
provide appropriate guidance to young parents for child care.
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